
令和４年度 第１回義務教育学校開校準備委員会【議事要旨】 

 

令和４年４月１５日（金）１８時～ 

日野町山村開発センター 研修室 

１ 開 会 

 （出席者）八幡晋史、砂流誠吾、河本里美、末次邦彦、渡部紀子、青江邦弘、緒形明朗、 

遠藤和也、長谷川真由美、安達才智、遠藤律子、長谷部崇樹 

 （欠席者）廣瀬俊介、伊田忠人 

 

 

２ 委員長あいさつ（八幡委員長） 

 

 

３ 制服製造業者選定（プレゼン） 

（１）選定についての説明 

・選定についての説明および確認（事務局） 

・「①製造業者評価（３０点満点）」「②技術等評価（６０点満点）」それぞれ３観点ずつ計６観点。９０

点満点で評価。得点の高い業者を選定する。 

 

 

（２）制服製造業者からの提案（プレゼン）および質疑応答 

① A 社 

 

②山陰菅公学生服株式会社 

 

 

（３）制服製造業者の選定 

① A 社 

 合計評価得点 ８２８点／（１０８０点） 

 

②山陰菅公学生服株式会社 

  合計評価得点 ８９６点／（１０８０点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定の結果「山陰菅公学生服株式会社」を日野町立日野学園の制服製造業者に選定する。 



（４）その他 

校章の選定について 

※前回の検討委員会での意見を集約し、校章の修正案を提示。①～④のサンプルを提示。 

①と②については、角を丸くした上で、「ひ」の翼の部分を上げたものと下げたもの。３つの杉を象っ

た部分については湾曲（弓状）にした。③と④については、①と②の湾曲（弓状）の部分をストレー

トにした。 

・上の杉の幹の部分と「ひ」との間の部分について、①と③は、三角状の空間ができている。その部分

をうまく埋めてやるとよいかもしれない。 

・①または③がよいと感じる。「ひ」の伸び具合は横に向けた方が良い。 

・①がよい。「ひ」が読みやすいように感じる。杉のイメージが③よりも①の方が残っている。 

 

 

 

 

 

４ その他 

（１）次回委員会について 

・本日の決定通知を４月２０日までに業者に届くように通知。その後、業者とスケジュールを確認した

上で本年度第２回目を開催したい。 

・第２回委員会では、制服のデザイン検討を行い、委員会としての要望をまとめる。その要望をもとに

業者にサンプルを依頼。 

・第３回、第４回においては、校章の決定、校歌の作曲部分を含めた校歌の選定、制服のデザインが上

がり次第、制服の選定を行う。実施時期については、業者とスケジュール確認した上。 

・校歌の作曲については、昨年度末の委員会で、①島根大学の川添先生。だめならば②業者依頼という

確認をしたところ。川添先生については、連絡がとれないとのこと。よって、業者依頼の方向で進め

させていただきたい。 

 

 

 

・次回委員会は５月末～６月ということだったが、業者の提案書には６月中くらいにサンプル完成とい

うことがあった。多くの保護者さんや子供たちの意見を聞いてみることも必要になってくると考える

と、５月末～６月の次回委員会では遅いのではないか。 

→次回委員会を５月中旬に行う方向で。 

 

・保護者枠の欠席はなるべく少なくしてもらいたい。今日も含め、色々なものが決定していく中で、そ

れぞれの所属からの保護者さんの意見や参加は重要。 

→年度が改まり、各所属の体制が代わった部分もあるので、現委員さんに確認の上「継続参加」「交代」

について確認。参加いただける体制を整える。 

 

５ 閉 会 

サンプルの「ひ」の翼部分は横向きに。上の杉と「ひ」の空間を埋めたものを作成。 

※本日の協議では、①の意見が強い。サンプルを見て上で、次回決定したい。 

 

校歌の「作曲」については、業者に依頼する方向で進める。スケジュールは早速確認。 

 


